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１．概要（Summary） 

１次元電子系における低エネルギーの電子ダイナミクス

は、朝永－ラッティンジャー液体論によって説明される。

我々は朝永―ラッティンジャー液体における電子ダイナミ

クスを調べるため、量子ホール系の試料端にあらわれるエ

ッジチャネルに注目している。この研究では、整数量子ホ

ールエッジチャネルにおけるスピン電荷分離現象の時間

分解・エネルギー分解測定、及び分数量子ホールエッジ

チャネルにおける中性モードと呼ばれる電荷輸送モード

の検証に取り組んだ。ここではスピン電荷分離現象の時

間分解測定について報告する。 

２．実験（Experimental） 

【利用した主な装置】 

電子ビーム露光装置、走査型電子顕微鏡、電子ビーム

露光データ加工ソフトウェア 

【実験方法】 

AlGaAs/GaAs 半導体ヘテロ構造基板上に、電子ビー

ム露光を用いて微細なゲート電極を形成した。極低温下

で 2 次元電子系に垂直磁場を印加して量子ホール系を

形成した。ゲート電極を用いてエッジチャネルの形状を設

計し、またチャネル上にスピンフィルタや時間分解電荷計

を設置した。これらの素子を組み合わせることで、チャネ

ル上の電子スピンを選択して測定できるスピン分解オシロ

スコープを実現した（図１）。この計測器を用いて、整数量

子ホールエッジチャネル上の電荷ダイナミクスを観察し

た。 

３．結果と考察（Results and Discussion） 

 整数量子ホールエッジチャネルにおいて、空間的に分

離された電荷波束とスピン波束の波形測定に成功した。

得られた波形から、電荷密度波とスピン密度波の伝搬特

性を評価し、朝永―ラッティンジャー液体としてのパラメー

タを決定することに成功した。これは、スピン電荷分離現

象を直接観察した世界で初めての成果である。 

 

Fig. 1 : Colored scanning electron micrograph of 

the fabricated device and schematic of 

measurement setup (Inset) Magnified view of the 

spin-resolved oscilloscope. 
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